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　平成29年度 (第14回 ) 十全医学賞受賞者と研究題目は
次のとおりである．
　  松下貴史先生







　1．会員数 (平成30年5月現在 ) 









赤木紀之先生が就任 (平成30年1月1日付 ) された。
　なお，他の役員は留任となる．
　2) 新評議員について
　昨年 (平成29年6月20日 ) に開催された総会での報
告以降に新評議員として
　学内 ) 西山正章教授 (組織解剖学 ) 
 毎田佳子教授 (保健系　健康発達看護学 ) 
 松井三枝教授 (国際基幹教育院 ) 
 三枝理博教授 (統合神経生理学 )










　3．会議開催日 (平成29年 ) について
　総会・学術集会は平成29年6月20日 (詳細は十全医




























































確立し，IL-6産生Effector B細胞がMarginal zone B細胞
により多く存在することを解明した．さらに骨髄キメラ










カイン産生B細胞のバランスをRegulatory B細胞 -優位 










図　強皮症における Effector B細胞と Regulatory B細胞の役割
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る．新医療機器はGCP省令に基づく臨床試験 (治験 ) に
より効果と安全性評価が求められ，HAL医療用下肢タイ
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2．第 3 期の人工知能ブームと医学 3) 
　現在の第3期ブームの人工知能では，第2期が直面した




































































































(4) 第2期に知識を支える枠組み (オントロジー ) の構築
として研究されてきた問題であり，医療の分野で重







 1 ) 情報処理振興機構 AI 白書編集委員会編：AI 白書，
KADOKAWA (2017) 
 2 ) 辻井潤一監修：トコトンやさしい人工知能の本，日刊工業
社 (2016) 
 3 ) 永井良三，宮野悟，大江和彦：ビッグデータ「変革する生
命科学・医療」，実験医学 (増刊 )，羊土社，2016
感謝状贈呈 (左から太田哲生会長，辻井潤一先生，和田隆志集会理事)


































































平成 30年 4月 1日現在



































































役　職 氏 名 勤 務 機 関 職名・称号等
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計 1 1 1 名
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平成29年金沢大学十全医学会収支決算書























１年間　＠  3, 000円×1346名
学生会員＠  6, 000円×    85名
過年度会費
　2年間  ＠  6, 000円×51名































































































自  平成 30 年 1 月 1 日
至  平成 30 年12月31日
収　　　入　　　の　　　部
科　　　　　目 予算額（円） 摘　　　　　　　　要
前 年 度 繰 越 金
会 費
広 告 料










年会費　＠  4, 000円×1350名
学生会員＠  6, 000円×    80名
過年度会費
　2年間  ＠  7, 000円×50名



























事 　 務 　 費
通 信 費
会 議 費
備 品 費
予 備 費
合 計
4, 020, 000
2, 270, 000
(1, 600, 000)
(450, 000)
(20, 000)
(200, 000)
700, 000
230, 000
820, 000
(300, 000)
(300, 000)
(220, 000)
3, 200, 000
300, 000
200, 000
 　5, 000
200, 000
249, 616
8, 174, 616
学会企画頁，INFORMATION　等
雑誌発送（年3回発行）
論文査読・校正料（内容構成，図，表添削　等）
非会員，博士課程（見聞記、要約），留学報告　他
学会・研究会・シンポジウム開催補助費
楯，賞金
抄録・ポスター印刷・製本　等
医学系教育研究資金への寄附金（講演料、旅費　等）
打合せ，会場設営、講演者送迎　等
賃金（給与，残業手当．通勤手当）
封筒印刷代，消耗品，銀行手数料（年会費入金，証明書発行）等
論文・校正，会議報告　等郵送代
理事会　等
プリンター購入　等
